
別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１　公益財団法人東北自治研修所

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

2

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

10

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴うセンターの利用
制限等により，寄宿舎利用に係る収益が大幅に減少したことか
ら，指導官庁や出資団体等との協議・調整を図り，財団運営の
維持に務めた。今後も感染症対策を徹底しながら宿泊利用率の
回復と運営経費の節減に努め，効果的な研修が実施できるよう
事業を推進していく。

　寄宿舎利用に係る収益が減少となったが，指
導官庁や出資団体等との協議・調整を行い，で
きる限り財産が減少しないよう運営した。一般
正味財産増減額がプラスとなるよう，引き続
き，健全な財務運営を支援していく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２　一般社団法人宮城県危険物安全協会連合会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　県からの委託事業が全体事業の中で高い割合を占
めている状況が続いているため，引き続き支出の削
減,自主財源を高めるよう努める。

　支出の削減，自主財源の確保と取組の方向性
については適切であると考える。必要に応じて
指導・助言に努める。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３　宮城県土地開発公社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

10

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　土地造成事業で約8億6,000万円の売却収益を，公有地取
得事業で約4億1,000万円の収益を，また，土地の賃貸によ
り，約6,200万円の収益を得ることができ，昨年度約5,000
万円の赤字になった当期利益が約6,000万円の黒字になっ
た。
　今後は，引き続き造成地の売却促進やあっせん等事業の
確保などにより，収益性を高め経営基盤の強化に努める。

　令和２年度については，保有土地の処分が順調に進
んだことから約6,000万円の当期純利益を確保でき
た。令和元年度は保有土地の処分が進まず赤字であっ
たことを踏まえると，黒字に転換できたことは評価で
きる。
　令和３年度についても，保有土地の処分が進んでい
ることから，財務の健全性は増すものと期待される。
今後についても，引き続き収益性を高め，保有土地の
処分が進むことにより，財務の健全性が増すことを期
待する。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４　仙台臨海鉄道株式会社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

2

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 1

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　震災時の借入金が残るものの，計画どおり返済し
ているが，今年度は追加で短期借入を行った。これ
は，年々高額になっている機関車の検査費用である
が，こちらも計画的に返済していく。
　今後も顧客の要望に対し真摯に向き合い，安定し
た収入の確保と事業の効率化を図り，健全な経営を
継続していけるよう努力していく。

　新規開拓等の積極的な営業活動による収入確
保の結果，輸送量・営業収益ともに計画を上回
り，純利益を産出したことは評価できる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

５　阿武隈急行株式会社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

6

参考
指標

C

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

0

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　毎年の純損失の計上により自己資本が減少してい
るなか，令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影
響により大幅な減収となった。今後もコロナウイル
ス感染症の影響は続くことが予想されており，資金
不足に陥る恐れがある。抜本的な経営改善策を探り
ながら，経営再建を図りたい。

　沿線自治体からの新型コロナウイルス感染症
に係る支援金の充当により令和2年度は債務超過
は免れたものの，実態としてはこれまでの多額
の累積赤字に加えて，新型コロナウイルス感染
症の影響による大幅減収が響いており，抜本的
な経営改善策が必要である。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

６　公益財団法人宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

3

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

11

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　経費の削減により，一般正味財産増減額をプラス
にすることができたが，依然として基金の運用果実
による事業の展開は難しく，財政基盤が貧弱なた
め，財源の確保が主要課題である。伊豆沼･内沼環境
保全対策の先駆者として多くの事業を行っており，
評価は高いことから，新規事業の継続的な獲得が必
要である。

　財務の健全性を向上させたことは評価でき
る。全国に先駆けて取り組んでいる技術等は評
価できることから，継続した安定経営のため，
当該技術等に係る新規事業の開拓を行うととも
に，事業の見直しなどの経営改善に向けた取組
について，必要な助言を行っていく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

７　公益財団法人宮城県生活衛生営業指導センター

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

1

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

9

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　参考指標による判定はＢ改善の余地ありであっ
た。
　一般正味財産増減額についてマイナスからプラス
に転換するように努力してゆきたい。

　事業者数，組合加入者の減少傾向かつ新型コ
ロナウイルス感染症の影響により団体経営は容
易ではなく，取り組める対策も限られていると
考えられるが，経営改善に取り組むことを期待
する。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

８　公益財団法人宮城県環境事業公社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

3

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

2

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　埋立終了後に必要な維持管理費用として，法令に
基づき496,046千円を積立しており，財務状況は良好
で収支相償の基準も満たしている。

　将来にわたる維持管理費も含め積立をすると
ともに，県からの財政的支援がなくとも収支相
償を確保するなど，財務状況は健全である。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

９　公益財団法人宮城県文化振興財団

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　県の減収補てん（一部令和３年度実施分含む）に
より当期経常収益は黒字となったものの，新型コロ
ナウイルス感染症拡大や令和３年2月以降の地震被害
により指定管理を行っている施設の利用が著しく制
限され，厳しい財務状況が継続している。

　公益目的事業費率や遊休財産の保有制限等を
充分勘案し，公益法人としての適切な会計処理
を実施した。
　新型コロナウイルス感染症拡大の厳しい状況
の中で，新たな代替事業の実施を検討するとと
もに，県民会館の利用料金の増収や事業費及び
管理費について，より一層の経費節減に努める
など，財務状況の維持・改善に継続して取り組
まれたい。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１０　公益財団法人慶長遣欧使節船協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

1

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

9

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　5期連続で一般正味財産がマイナスになっている
が，これは乗船見学中止に起因する来館者減少への
対策として，広報事業の拡充及び協会記念事業等の
実施によるものである。
　なお，収支相償の基準は満たしている。

　一般正味財産は5期連続でマイナスとなってい
るが，誘客促進のための復元船に関する広報事
業の拡充及び協会周年記念事業等の実施に要し
た経費が主であり，短期的な現象と考えられ
る。リニューアルを見据えた来館者増に向けた
取組や運営の効率化を図り，安定した経営とな
るよう努められたい。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１１　公益社団法人みやぎ被害者支援センター

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

3

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

11

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　安定的財源確立のため，戦略的に会員の獲得対策を推進
した。公認会計士等による内部監査を受けるほか，必要に
応じ，業務指導を受けた。また，助成を受けている日本財
団からの監査においても指摘事項は受けていない。旅費や
講師等への謝金の一層の明確性を図るため，旅費及び謝金
規程並びに職員等給与規程の一部改正を行った。

　会費収入の確保に努めたこと及び公認会計士の適宜
の業務指導を受けるなど，財務の健全化へ向けた取組
について評価できる。一般正味財産増減額がプラスと
なったが，引き続き中長期を見据えた安定的な経営の
努力を要する。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１２　社会福祉法人宮城県社会福祉協議会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

0

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

3

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

10

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

0

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　新型コロナウイルスに係る特例貸付金原資受領により，
収入における補助金割合が増加し，特例貸付実績により貸
借対照表の固定資産も増加している。収支計算書の支出実
績減は，昨年度，投資有価証券取得実績によるもの。
　引き続き，自主運営施設の老朽化等による修繕等費用の
計画的な積立，職員の処遇改善費の増加等による将来的な
費用増加を見据えた，経営基盤の強化に努めることが必要
である。

　正味財産比率は高い水準で推移しており，継続して
安定した経営が図られている。また，自主運営施設等
の運営について，検討委員会を設置し，今後のあり方
や整備について検討を重ねるなど，自立的な運営に向
けた取組も実施している。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１３　一般財団法人宮城県地域医療情報センター

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　収入の範囲内における支出が見込めており，相応
の損益計上が予想出来る現状にあるため，会計及び
財務上問題ない。

　財政的に健全であることが示されたが，収入
の大半が県の委託事業であるため，団体として
積極的に独自事業を検討・実施するよう，県と
して引き続き助言を行っていく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１４　一般社団法人みやぎ医療福祉情報ネットワーク協議会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

11

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

2

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　作業等の費用区分を明確化し，役務提供の収益化
を行った。また，昨年度同様，会費・利用料収納の
適正管理と，固定費等の精査による支出抑制を実施
した。

　当期から経常損益が黒字になり，財務体制の
改善が見られる。自立的な運営体制に向けて
は，引き続きサービスの充実を図り，健全な財
務体制による運営を行う必要がある。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１５　一般社団法人東北地域医療支援機構

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

0

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

8

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　一般正味財産増減額は赤字となっているが，当法
人の主な事業目的である修学資金制度助成事業費を
除くと黒字となっている。
　特定資産の運用により922千円の運用益を計上した
ほか，基金の運用に当たり，複数の金融機関による
入札を実施し，安全かつ有利な商品を選択した。

　当期一般正味財産増減額が△871,991千円と
なっているが，主事業である修学助成金を除く
と3,014千円の黒字であり経営状況は健全であ
る。また，特定資産の運用については，安全か
つ有利な資産運用に努めており，適正な運営に
努めていると評価できる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１６　公益社団法人宮城県精神保健福祉協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

2

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

10

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　会費収入等を財源とする「事業２精神保健の向上
等に関する事業」については，会員数及び会費収入
が減少傾向にあることから，会員の加入を募るなど
自主財源の確保に努める必要がある。

　将来的に安定した活動を行うためには,自主財
源の確保が必要であることから,新規会員の加入
促進などの積極的な働きかけが必要である。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１７　公益財団法人宮城県腎臓協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

11

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

0

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　受取寄付金の減収が続き財務はさらに厳しい状況
にあるため，事業経費及び管理経費の節減を努め
た。今後の財務シミュレーション等を行いながら，
経費節減を徹底していく。

　収支バランスの均衡化については一定の成果
が認められる。今後は更なる収益の増加促進に
努め，経費節減と併せて適正な事業運営を図ら
れるよう適時確認を行う。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１８　宮城県信用保証協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

10

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　新型コロナウイルス感染症関連保証の資金需要増大によ
り，保証承諾金額は計画値を大幅に上回った。代位弁済
は，政府の資金繰り支援効果などにより企業の倒産が減少
した結果，計画比65.6%に留まった。今後は，関係機関と
さらなる連携を深めながら，協会がハブ機能を発揮し，中
小企業者の「過剰債務の解消」と「事業再構築に向けた取
り組み」をしっかりサポートし，休廃業，ひいては代位弁
済の抑制に努めてまいります。

　参考指標ではＢ判定だが，借入金依存度は0.4%と非
常に低く,前年度より0.4%マイナスとなっている。新
型コロナウイルス関連保証が大幅に増加し保証承諾額
は4，000億円を超え，代位弁済の減少に併せ求償権回
収は前年度を3億円上回ったこと等により5期連続の黒
字を計上しており,財務の健全性には問題のないもの
と認められる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

１９　宮城県商工会連合会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

8

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 0

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　企画財政委員会を開催し，共済事業３ヵ年計画に
基づいた各種共済制度の効果的な推進方策及び財政
基盤強化，拡充策等について研究・検討を行い財政
面の拡充に努めた。

　県の財政的関与について，総収入に対する補
助金等の割合は，年々増加傾向にあるが，これ
は国の受託事業の減少によるところが大きい。
当期収支差額は，３期連続の黒字を計上してお
り，財務の健全性の確保に努めていると認めら
れる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２０　宮城県中小企業団体中央会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

10

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　公認会計士による指導を適宜受け，最も資金繰り
に影響が大である消費税納税額の誤差を最小限にす
るなど,予算管理を強化した。
　新型コロナウイルス感染症対策の緊急措置によ
り，賦課金を減免したため自主財源は減少したが，
共済制度普及促進事業においては，職員教育を充実
させ，会員の加入促進等を図り，財源確保に努め
た。

　公認会計士の指導による財務の健全な運用及
び適切な予算管理に取り組んでいることについ
ては評価できる。
　コロナ禍を踏まえた組合賦課金減免による自
主財源の減少についてはやむを得ない一方，共
済制度への加入促進などによる自主財源の確保
に努めているが，今後も新型コロナウイルスの
影響による自主財源減少の継続が見込まれるこ
とから，適正な財務管理について指導を行って
いく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２１　公益社団法人宮城県トラック協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

2

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

10

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　令和2年度について，経常収益の減少に合わせ，経
常費用も前年度と比較して大幅に減少させたもの
の，前年度に続きﾏｲﾅｽとなった。令和3年度について
は，更なる効率的な展開を図りつつ，費用の圧縮，
見直し等を行い，全体会計のﾌﾟﾗｽを目指す。

　前年度に続き赤字決算となったものの，収益
と費用のバランスを適切に考慮し経常費用の圧
縮がされており，安定した経営に向けた取組を
行っている。
　県としても事業の在り方や見直し等について
引き続き助言を行う。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２２　公益財団法人みやぎ産業振興機構

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

9

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 1

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、実施事業
の縮小を余儀なくされたため、事業計画の一部を補
正した。そのような中、受益者負担や一般管理費の
財源確保についても継続的に実施した。

　一般正味財産増減額が２期連続のプラス，総収入に
対する補助金等割合も前年比で減少するなど，継続し
た改善の取組みが図られたが，新型コロナウイルス感
染症の影響により事業規模（補助事業）を縮小した事
情もあるため，引き続き受益者負担による事業収入の
確保や一般管理費の低減といった改善施策についてよ
り一層努める必要がある。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２３　宮城県職業能力開発協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

10

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　前期技能検定試験の中止に伴い，受検手数料が減
少し補助金等依存割合が増加したが，経費の削減に
努めた結果，一般正味財産は黒字になった。今後は
自主事業の拡大等による自主財源の確保に努める。

　収益が減少したものの，マイナスが続いてい
た一般正味財産が黒字化したことは評価でき
る。課題とする自主財源の拡充に努め，引き続
き健全な財務運営を期待する。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２４　公益社団法人宮城県観光連盟

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

11

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

0

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　補助金等割合の増加は，新型コロナウイルス感染症の影
響を受けている事業者を支援するために「宮城の観光・宿
泊・飲食事業者クラウドファンディング緊急支援事業」を
実施したことによる短期的な理由が大きい。収益事業にお
いては，前年同様の収益があることから，財政基盤は安定
傾向にある。

　補助金等割合の増加は，新型コロナウイルス感染症
の影響を受けている事業者を支援するために「宮城の
観光・宿泊・飲食事業者クラウドファンディング緊急
支援事業」を県と調整の上実施したことによることで
あり，収益事業においては，前年度同様の収益がある
ことから，財務状況全般についての健全性は確保され
ている。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２５　公益財団法人宮城県国際化協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　補助金を積極的に活用して事業の充実強化を図る
とともに、他方でコロナ禍により費用が大幅な縮減
となった結果、黒字が大きく拡大した。また、公益
目的事業会計において「収支相償」を確保し、健全
性を維持することができた。

　コロナ禍においても，創意工夫を重ね事業の
充実強化を図り，収支相償基準を達成している
一方，法人全体としては経費節減に努めること
で黒字を継続しており，健全な財務運営である
と認められる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２６　一般財団法人みやぎ産業交流センター

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

10

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

 新型コロナウイルス感染拡大により，予定されてい
たイベント等の半数以上が中止となったため，施設
利用料収入は対前年比で大幅に減収となった。みや
ぎ産業交流センター利用制限等協力金の交付を受
け，収支は黒字となったものの，次年度以降も厳し
い状況は続くものと思われ，施設利用料収入がさら
に減収となることも懸念される。

　新型コロナウイルス感染症拡大によるイベン
ト開催自粛等が生じ，施設の利用料収入は大幅
に減収となったが，感染症対策実施等の県から
の要請に応じて協力金の交付を受けており，結
果的に例年並の収入は確保できたと言える。
　今後も，感染症対策を継続しながら，施設利
用の促進が図られるよう支援を行っていく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２７　株式会社仙台港貿易促進センター

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

11

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

2

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

0

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　平成２６年度から，事業規模を縮小し，現在の２
事業に集約した結果，単年度黒字を継続している。
　多額の繰越欠損金を解消するまでには，相当の期
間を要することから，単年度黒字を継続しつつ，関
係機関と協議しながら，経営改善に向けての具体策
について検討を進めていく。

　事業集約や費用の節減等により単年度黒字が
継続しており，現在の経営状態は概ね良好であ
るが，多額の累積欠損金の早期解消に向けた経
営改善が必要である。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２８　公益社団法人宮城県国際経済振興協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

0

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

8

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　収支相償について課題があり，特定費用準備資金
の積立を行うなど累積剰余金費消計画を基に剰余金
の解消に努めたが，新型コロナウイルス感染拡大に
よる事業縮小などの影響から事業が縮小し，剰余金
解消には至らなかった。

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響による
事業縮小のため，収支相償基準の達成には至ら
なかったが，特定費用準備資金の積立を行うな
ど，累積剰余金の早期解消に向けた取組がなさ
れており，財務の健全化に向けた努力が認めら
れる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

２９　公益社団法人宮城県物産振興協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

2

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

0



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

3

参考
指標

C

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 0

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

0

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　様々な制約の中で，収益は大きく減少し，正味財
産がマイナスに転じた。コロナ収束による景気回復
の目途が立たない中，経費の削減や助成金制度の活
用等により，赤字幅の圧縮に努めている。

　コロナ禍によるアンテナショップの時短営業
や物産展の中止等により，収益が大幅に減少し
ている。コロナ禍は今後も続くと予想されるこ
とから，アンテナショップや物産展以外の，新
たな収益確保の仕組みを確立する必要がある。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３０　宮城県農業信用基金協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1

ｖ



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

11

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

2

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　保証責任準備金等諸引当金は繰入基準を充足し，
当期利益金として79,143千円を計上した。今後の保
証引受及び代位弁済によるリスクに備え, 早期是正
措置（健全性基準及び業務改善命令）に対処すると
ともに，経営の健全性の確保に万全を期す必要があ
ります。よって，融資・保証需要への対応，求償権
の回収強化，経営基盤の強化に取り組む。

　3期以上連続で黒字であるなど，財政状況は健
全である。また融資機関毎の研修会に出向いて
保証利用の推進に努めるなど，経営努力を行っ
ている。今後も経営の健全性を維持できるよう
指導していく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）

ｖ



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３１　公益社団法人みやぎ農業振興公社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

2

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

9

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

2

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 0

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　R2の公益目的事業会計においては,68,443千円のマ
イナスとなっている。
　2期連続のマイナスとはなったが、H30まで6期連続
で正味財産は増加しており,正味財産総額は出資額相
当額を上回っている。
　白石牧場畜舎等建設による長期借入をおこなった
ため,前年対比で借入金依存度は増加している。

　平成３０年度まで６期連続でプラスだった当
期一般正味財産増減額が，令和２年度は昨年度
に続き，２年連続のマイナスとなった。
　借入金依存度は増加しているが，白石牧場畜
舎建設等による長期借入をおこなったためであ
る。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３２　一般社団法人宮城県農業会議

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

10

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　事業収益団体ではないので正味財産比率を大きく
高めることは不可能。事業収入に合わせた業務の執
行で財務の健全性を保つ。

　正味財産比率を高めることは困難であるが，
限られた財源の中で，業務規程に定める活動事
項に取り組みつつ、経常収支が赤字とならない
よう努力されており，評価できる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３３　公益社団法人宮城県青果物価格安定相互補償協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

0

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

0



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

5

参考
指標

C

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　収益源である長期預り金の運用益の低下により，
当期経常増減額がマイナスで推移している。
　予約数量及び補給金交付が増える仕組みの構築
や，農業法人を対象とした加入促進による経営改善
に向け，関係機関と協議を継続している。

　当期経常増減額のマイナスが続き，正味財産
が減少傾向にある。累積欠損金はないものの，
経営の健全性を考慮し，引き続き中長期的な経
営安定に向けた改善が必要である。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３４　一般社団法人宮城県畜産協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

1

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

7

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　令和2年度は定年退職者が5名重なり管理費が増加
したため赤字決算となったが，令和3年度からは再び
黒字決算となる見込みである。正味財産比率は資産
合計のうち価格安定事業の積立金，約1億7千4百万円
を除くと31.1％となり，財政状況は概ね良好と考え
る。

　今年度は管理費の増加による赤字決算であっ
たが，令和３年度は黒字決算の見込みであるこ
と，正味財産比率が31.1％であることを踏まえ
ると，財務状況は概ね良好であると考えられ
る。財政基盤の安定が重要であるため，引き続
き適切な指導を行っていく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３５　宮城県土地改良事業団体連合会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　組織の運営プランを策定し，年度毎に進行管理を
実施しており，現在の財務運営は，適切であると考
える。
　令和2年度に新たに｢ため池サポートセンター｣を設
置した。今後も，会員等の支援強化に向けた取り組
みを図るなど，運営プランの見直しを行いながら財
務の健全化に努める。

　組織として，運営プランの策定や進行管理を
確実に実施することにより，財政運営が安定し
ている。
　引き続き，健全な財務運営の確保に努めて頂
きたい。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３６　宮城県漁業信用基金協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

10

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

2

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 1

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　経費節減等に努めたことや，効率的な運用等によ
り，前年実績や今期計画以上の利益計上となった。
　経営中期５カ年計画の当期利益に対し，当年度は
約３２百万円上回る実績となっている。今後も中期
計画と実績を定期的に対比し，理事長に報告する
等，独自の経営評価体制を整備している。

　当期利益金は経営中期５カ年計画を約３２百
万円上回る実績となり，前期に引き続き利益計
上となった。
　借入金依存度は４．３％で，令和元年度に比
べて０．７％減っており，財務状況は良好であ
り，今後も維持できるよう助言及び指導を行
う。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３７　公益財団法人宮城県水産振興協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

0

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

8

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　正味財産比率98.7％，流動比率2,607％であり，借入金
や累積欠損金もないため，資金繰りや支払い能力も含めた
財政基盤に問題はない。また，総収入に占める補助金等の
県の財政的関与は62.5%であり，依存度は低い。正味財産
増減額が前期のプラスに対し当期はマイナスであった。収
支相償は新型コロナウイルス感染症の影響もあり２カ年連
続で累積1,013万円の剰余金を出しているが，令和３年度
の正味財産増減状況を踏まえ，公益目的事業に係る固定資
産の新規購入及び特定費用準備資金の積み立てにより，３
カ年での基準達成を考えている。

　資金繰りや支払能力も含めた財政基盤に問題はな
い。
　収支相償の基準は満たしていないが，公益目的事業
に係る特定費用準備資金の積立てにより，３か年で収
支の均衡を図ることが求められる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３８　公益財団法人みやぎ林業活性化基金

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

11

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

0

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　平成29年度まで連続で一般正味財産増減額がマイ
ナス経常であったが、財務内容の見直しを図ったこ
とにより、平成30年度以降プラス経常に改めること
が出来た。今後も管理費等の支出見直しなどによ
り、一層の財政健全化を進めていく。

　運営改善のため，平成２８年度から事業規模
を３年で段階的に縮小し，支出超過を解消し
た。平成31年度からは収益に基づき，林業労働
力の確保と育成に必要な事業について，事業計
画に即し，実施している。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

３９　一般社団法人宮城県林業公社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

8

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 0

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　公社の主たる収入は，木材販売，補助金，受託事業によ
るものであり，経営基盤の安定化のためには，充実しつつ
ある分収林資源を活用した木材生産・販売が不可欠であ
る。令和２年度は，新型コロナウイルス感染症の影響によ
り事業計画を当初から縮小し実施した。また立木売払の入
札一部不落や搬出間伐事業の一部中止による事業販売収入
が減額となる一方，太陽光発電施設建設事業実施に伴う補
償金収入や前年度事業の補助金の繰越により当期一般正味
財産増減額が増額となった。
　今後は，これまで以上に計画的な事業実施を図り，分収
林整備を効率的に進めていく。

　令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響によ
り木材需要が低迷し，分収林事業の計画を縮小したた
め，経常収益が減となった。一方，事業縮小により管
理費を含む経常費用が減少したため，当期経常増減額
はプラスとなった。その他，太陽光発電施設に伴う補
償金収入等の影響により，正味財産比率や流動資産が
増加した。
　令和２年度には，公社の分収林経営計画を見直し，
より一層の収益性向上を図ることとしている。県とし
ては，木材価格が高騰している現状を好機として，見
直した計画に沿って分収林事業を円滑に執行するよ
う，必要な指導・助言を行っていく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４０　公益社団法人宮城県建設センター

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　東日本大震災や令和元年東日本台風に関する災害関連事
業や社会資本老朽化対策事業等に係る支援要請の増加によ
り，現在のところの法人の財政基盤は安定している。
　今後，東日本大震災に係る災害関連事業の支援要請の減
少が見込まれていることから，会議など様々な機会を通じ
て県や市町村の意向を的確に把握するなどし，中長期を見
据えた経営基盤の安定と強化に努めている。

　東日本大震災復興事業や令和元年東日本台風の災害
関連事業の支援業務のほか，橋梁の長寿命化計画策定
支援事業や道路・河川等の積算，工事監理業務の受託
等による収益の確保を図るとともに，組織改編により
業務の効率化を推進し，当期一般正味財産増減額が２
期連続でプラスになるなど健全経営に努めている。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４１　一般財団法人みやぎ建設総合センター

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

0

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

6

参考
指標

C

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

0

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　単年度赤字が続いて且つ累積欠損金がある状況で
あり、低金利政策の環境下で利息収入の増加は見込
めないため、事業の受託を積極的に行って収入を増
やして財務の改善に努めている。

　単年度赤字及び累積欠損金の増加が続いてい
る状況にあることから，更なる収益事業の実施
を促すなど収益構造の改善に向け必要な支援を
行っていく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４２　宮城県道路公社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

10

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　料金収入が新型コロナウイルス感染症の流行拡大
による影響による交通量の減少から前年比12％減と
なったが，道路の維持管理及び建設資金の償還への
影響は少なかった。
　長期借入金については，順調に返済している。

　新型コロナウイルス感染症の流行拡大による影響を
受け，減収となっているものの償還計画に影響のない
収入が確保されている。
　また，地方道路公社法に基づき，当期純利益を自己
資本ではなく償還準備金（負債）として整理しなけれ
ばならないことから，自己資本比率が低いものの，財
務の健全性に問題ないものと認められる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４３　公益財団法人宮城県フェリー埠頭公社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

13

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

2

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　新型コロナウイルス感染拡大により運賃収入が激
減した船社に対して，事業継続や仙台航路存続のほ
か，港湾機能の維持を図るため施設貸付料の減免を
行い経常収益は減少した。一方，修繕費及び委託費
の削減等により経常費用も減少し，当期経常増減額
は前年度より増加した。

　施設貸付料の減免に伴う減収はあったもの
の，フェリー会社との間で岸壁等の賃貸借契約
を交わし定額の収入は得られており黒字収益の
確保ができている。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４４　宮城県開発株式会社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

0

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

8

参考
指標

B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 0

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　流動比率　218.5％
　今後も維持継続に努める。
震災から１０年が経過し, 復興事業も終盤を迎え，
砕石需要も減少傾向にあることから，収益の拡大と
経営の安定化が課題である。

　当期純利益の単価年度黒字化が達成できてい
る。また，施設長寿命化や原石確保も実施でき
たことで，今後は長期的な経営安定化が期待さ
れる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４５　塩釜港開発株式会社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

3

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

2

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　大型テナント区画に新たな入居者が決まり，収入
増となった。単年度黒字が達成され，安定経営が可
能となった。空き区画のテナントの充足に努めると
ともに，地域活性化に向けた取組を実施していく。

　大型テナント区画への新規入居もあり，純資
産を前年度比で3500千円以上延ばすなど経営状
況改善が確実に進んでいるといえる。今後も着
実な収支改善が期待される。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４６　仙台空港鉄道株式会社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

1

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

0
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

4

参考
指標

C

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

2

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 0

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

0

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　東日本大震災からの復興後，堅調に推移してきた
ご利用者数は，新型コロナウイルス感染症の世界的
な拡大による経済活動の自粛等により，仙台空港駅
を中心に大幅に減少し，それに伴う旅客運輸収入の
大幅減により，令和2年度決算において多額の赤字を
計上することとなった。

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化
し，鉄道事業を取り巻く環境は大変厳しい状況
となっているが，財務の健全化に向けては，経
費全般の見直しに努めるとともに，鉄道利用者
の回復，特に，利用者の約半数を占める仙台空
港駅を利用する空港旅客の回復・増加を図って
いく必要がある。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４７　宮城県住宅供給公社

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

4

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

  財務状況においては，自己資本比率66.9％とな
り，安定した経営状況となっている。
  借入金である「公社賃貸住宅建設資金」について
は，契約に基づき，確実な償還を進め，予定どおり
2027年度までに負債の解消を図る見込みである。

　公社が作成している経営計画に基づき計画的
に経営を行っている。
　今後も経営安定のための助言を行っていく。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４８　公益財団法人宮城県スポーツ協会

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

4

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

12

参考
指標

A

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　当期一般正味財産増減額が７期連続で増となり，
財政基盤の安定化が図れた。また，公益認定基準で
ある財務３基準「収支相償・公益目的事業比率・遊
休財産額の保有制限」については，全て満たしてお
り，引続き適切な処理に努めたい。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止による施
設の利用休止等の影響はあったものの，一般正
味財産増減額が７期連続で増となるなど，県有
体育施設の指定管理者として，安定した利用料
収入の確保に取り組んだことは評価できる。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）



別記様式第２号－３　財務評価シート

＜財務の健全性に関する指標＞

№ 項目

①収支相償の基準を満たしていない。
または，3期の当期正味財産増減額に
おける減少額の平均が，正味財産合計
額（指定＋一般）の10%以上

0

②3期連続で一般正味財産増減額がマ
イナスだが，3期の当期正味財産増減
額における減少額の平均が,正味財産
合計額（指定＋一般）の10%未満

1

③収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が3期連続マイナス
でない。

2

④収支相償の基準を満たしており，一
般正味財産増減額が当期プラス

3

⑤収支相償の基準を満たしており，直
近の一般正味財産増減額が２期連続プ
ラス

4

①3期連続減少又は赤字 0

②当期を含め1期又は2期減少又は赤字 1

③当期のみ増加又は黒字 2

④当期を含め2期連続増加又は黒字 3

⑤3期連続増加又は黒字 4

①正味財産比率が30％未満 0

②正味財産比率が30％以上 2

①自己資本比率が30%未満 0

②自己資本比率が30％以上 2

①下記以外 0

②当期100％以上 1

４９　公益財団法人宮城県暴力団追放推進センター

評価内容 評価

1

（公益法人）
正味財産増減額と
収支相償の状況

正味財産が減少している場合で
も法人の継続に支障がない状態
を保っているか。

収支相償を満たしているか。

1

（公益法人以外）
一般正味財産増減
額／経常損益の状
況

一般正味財産は連続で減少して
いないか。
経常損益は連続で赤字を計上し
ていないか。

2

（公益法人会計）
正味財産比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
[正味財産比率(%)＝正味財産合
計÷資産合計（総資産）×100]

2
（企業会計）
自己資本比率の状
況

財政基盤は安定しているか。
自己資本比率(%)＝純資産合計
（株主資本）÷資産合計（総資
産）×100]

3

短期的支払能力の
適正性【流動比
率】

流動比率は適正を維持している
か。
［流動比率(%)＝流動資産÷流動
負債×100］

1



№ 項目 評価内容 評価

①対前期増加幅が2期連続2%以上 0

②①又は③以外 1

③対前期減少幅が2期連続2%以上，又
は当期補助金等なし

2

①下記以外 0

②当期≦前期，又は当期≦前々期 1

③当期≦前期≦前々期，又は当期借入
金なし

2

①累積あり 0

②累積なし 2

9

参考
指標

　 B

4

補助金等依存の抑
制

総収入に対する補助金等割合は
抑制基調にあるか。
[補助金等割合＝補助金等合計÷
総収入×100]

1

5

借入金の抑制
【借入金依存度】

借入金依存度は抑制されている
か。（３期比較）
[借入金依存度(%)＝（長期借入
金＋短期借入金）÷資産合計
（総資産）×100] 2

6

累積剰余金（欠損
金）の状況

累積欠損金を計上していない
か。

2

合計（13点満点）

団体による自己評価
（概況，今後の課題・対策等）

県（主務課）の所見

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により，寄
付金や賛助金は減額しているものの，基本財産の運
用替えを行った結果，約１，７００万円の運用差益
を得た。

　役員等から得た民間経営のノウハウにより，
積極的な資産運用を行い，自立性の高い法人運
営を実践している。賛助会員の勧誘活動を積極
的に行い，安定した経営に努めている。

＜参考指標＞
合計点が

11～13点の場合：Ａ（概ね良好）

7～10点の場合：Ｂ（改善の余地あり）

3～ 6点の場合：Ｃ（改善措置が必要）

0～ 2点の場合：Ｄ（大いに改善措置が必要）


